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自民クラブ八潮市議会議員  あさだ和宏（48歳）
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あさだ和宏 検索

昨年の９月より、議会選出の監査委員に就任させていただきました。毎月の定例監査等で、市のお金の流れや財政状況等を確認
することができ、今までとはまた違った視点で市政チェックしています。

　向春の候、皆様ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。
　立春が過ぎ、日ざしの明るさに春の気配を感じるようになりましたが、皆様、お変わりなくお過ごしで
しょうか。お陰様で、私も元気に毎日活動をしています。
　２０１７年「酉年」がスタートし、早１ヶ月が経過しました。
　今年はどんな一年になるのか気にかかるところですが、政財界トップが年頭の所感等の発言を聞いて
いると、「変化」「変革」というキーワードが多いと私は感じました。
　広い視野で世界を見れば、アメリカを始め、超大国で大きな変化が続き、国際的に不透明感が拭えず、時
代は大きな変革期を迎えていることが分かります。
　また、ここ数年、私たちの身近な生活の中でも、環境の変化のスピードがさらに速まっていると感じて
いる人も多いのではないでしょうか。
　さて、このような時代背景を迎えた今日、私自身の今年のテーマとして「不易流行」という言葉を掲げさ
せていただきました。
　『不易流行』とは、「松尾芭蕉一門」の俳諧の一つで、『絶対に変わることがない部分を忘れずに、新しく変
化を続けているものを取り入れていくこと』『または、新しいものを取り入れていくことそのものが、永遠
に変わらないことであるということ』
　今年は「八潮市長」「八潮市議会議員」が任期満了を迎え、４年に一度の改選となり、本市にとって、新し
い変化が起こる可能性がある一年になります。（ちなみに選挙は８月下旬、９月初旬頃？）
　時代の変化に対応するには、新しい発想が必要です。
２０１７年、大事なものは継承しながらも、固定概念を打ち破る想像力を高め、地に足を着け、冷静な判断
を持ち、どんな変化にも対応出来るように、心と体を鍛えて精力的に活動してまいりますので、皆様から
のご指導、ご鞭撻をお願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  八潮市議会議員　　あさだ和宏

○ 日　　時　平成２９年　３月２５日（土曜日）
　　　　　　 午後６時～（受付：５時３０分～）
○ 場　　所　八潮市商工会・大会議室（八潮市中央１－６－１８）　
○ 会　　費　２，０００円（飲食代）
　　　　　　　※当日は、酒類のご用意もございます。飲酒をされる方の、お車でのご来場はご遠慮下さい。

　　　　　　　※会場準備の都合上、ご出席いただける方は、事前にご連絡をいただけると幸いです。

○ お問合先　朝田　０９０－３４０２－６３８８

平成２9年「議会報告会」「議員を囲む集い」開催のご案内平成２9年「議会報告会」「議員を囲む集い」開催のご案内
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お読みになってのご感想やご意見、また市政に関する相談等がございましたら、メール、電話等でいつでもお寄せ下さい。
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平成２９年度　予算編成に関する要望活動を行いました平成２９年度　予算編成に関する要望活動を行いました

市内県立高校生（八潮高校・八潮南高校）との懇談会を開催しました市内県立高校生（八潮高校・八潮南高校）との懇談会を開催しました
　昨年、７０年ぶりに公職選挙法が改正され、１８歳選挙権がスタートしました。
　八潮市議会では、昨年（８月５日）、若い世代の政治参画、主権者教育、シチズンシップの一環として、議員と
高校生の懇談会を開催しました。
　当日は、両高校から１１名の生徒さんと、正副議長（小倉議長と私）（当時）、各会派から代表１名の議員が出席、
「ずっと住み続けたい街はどんな街」というテーマで、生徒さんから様々な意見等が発表され、それに対して各議
員からコメントがありました。
　市議会初の試みとあって、課題も残りましたが、高
校生の視点で捉えた「八潮の魅力」はとても参考にな
りました。また、参加した生徒さんからも、「参加し
て良かった」等、好意的な意見が多く寄せられました。
　今後も、また同様な取り組みが出来るように、提案
してまいります。

　１０月１２日、自民クラブとして、平成２９年度予算編成に関し、大山市長に要望書を提出しました。
　今回、私からも下記の事項に関し提案、会派内で協議、新たな要望事項として追加しました。

つくばエクスプレスの車両を６両編成から８両編成へ
　　東京駅延伸も重要な案件ですが、朝夕のラッシュ時の混雑緩和解消策として、車両の増加（６両編成→８両編成）
の検討を、八潮市として首都圏新都市鉄道へ要望することが重要だと考えます。

東部給食センターとの災害時支援協定の締結
　本市が大地震等の大規模災害に見舞われ、市民の避難生活が長期化するケースを想定した際、被災者への食事（温
かい食事）を提供することにより、心と体のケアはもちろん、栄養のバランスを保つことで、二次的被害を軽減す
ることが可能となります。このようなケースに対応が可能な、大規模な調理施設が整備されている、民間企業との
支援協定が必要だと考えます。（※東部給食センターは本市の学校給食や産業給食等を調理している企業です。）

グラウンドゴルフ場の整備
　今や、多くの市民がグラウンドゴルフを楽しまれていますが、まだ市内にはグラウンドゴルフ専用のグランドが
整備されていません。今後、中川河川敷に新たに整備がされる運動公園内に、整備されたグラウンドゴルフ場
（多目的利用も考慮）のグランドの整備が必要と考えます。

やしお中川フラワーパーク内の「花桃」の計画的な植え替え
　毎年、花桃の開花時期になると、フラワーパークには市内外から沢山の観光客が訪れるようになります。
　しかし、ここ数年、花桃の老木が進んでいます。約１５～２０年と言われている木の寿命を考慮すると、早い段
階から計画的に植え替えをすることが必要だと考えます。

感電ブレーカー設置補助金の創設
　大きな地震が発生、それに伴う停電が復旧し、通電が再開される際に発生する火災のことを「通電火災」と言い
ます。阪神淡路大震災時に発生した火災の原因の一つが通電火災であり、その後、感電ブレーカーの設置が火災抑
制に効果的であると提案されてきましたが、あまり普及が進んでいないのが現状です。

　上記の他、市民の方から要望が多い小中学校へのエアコンの設置等、要望を行いました。
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〔耐震性能のls値と安全性の関係〕

※RC造：鉄筋コンクリート造、S造：鉄骨造 （市庁舎耐震化調査業務報告所より）
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今年度も参加した「やしお毎日１万歩運動」特別イベント「東海道五十三次を歩こう」では、参加者２２２人中、「４位」でゴール！
（９９日間で、約２００万歩、歩きました）

八潮市役所庁舎の整備方針が決定！！八潮市役所庁舎の整備方針が決定！！
　現在の本庁舎及び議会棟は、旧役場庁舎の老朽化と、当時の町が抱えていた多種多様な行政事務を円
滑に処理し、事務効率の向上を図り、一層充実した住民サービスを提供することを目的に昭和４０年に
建設されました。
　現庁舎は、昭和４６年竣工の建築基準法に基づいて建築された建物であるため、大震災時の危険性か
ら平成２４年度に耐震診断調査（電算棟、別館は平成２７年度に耐震診断調査）を実施しました。
　下記の耐震診断結果では、構造耐震指標（Is 値）は、０．２２から０．３４と目標とすべき構造耐震
判定基準（Iso 値）０．７５を下回っている状況です。
これは、震度６、７の大地震が発生した場合、建物の倒壊又は崩壊の危険性が高いと判断されています。
　このような状況を踏まえ、平成２７年１２月、市議会に「公共施設等調査特別検討委員会」が設置、
私も委員として検討してきました。
　昨年６月に開催された委員会では、今までの市の検討経緯や耐震化手法の方向性が説明されましたの
で、私からは「スピード感を持って取り組むべき」「市から具体的な案を早急に示すべき」等の発言を
させていただきました。
　その後、庁内会議において、「耐震性確保」「市民利便性の向上」「経済性」の３つの観点で検討、結果
「建替えによる耐震化を図ることとする」という結論となりました。
　平成２９年度からは、八潮市庁舎建設基本構想策定支援業務がスタートします。
　今後、審議会の設置、市民アンケートの実施、パブリックコメントの実施等、市民の皆さんも一緒に
参画し、計画が進めていくことになりますので、皆さんも一緒にこの課題を考えていきましょう。

　「官公施設の総合耐震計
画基準」（国土交通省）で
は、災害応急活動に必要
な官庁施設等は特に所要
の耐震性安全性を高める
必要があることから、「重
要度係数」1.25ls 値）乗じ
ることにより、lso 値＝
0.75 が耐震判定値として
必要となります。
　また、災害応急活動に必
要な官庁施設等のうち特
に重要な施設は、「重要度
係数」1.5 を ls 値）乗じるこ
とにより、lso 値＝0.9 が耐
震判定値として必要とな
ります。

対 象 建 物

建 築 年 月

構 造 / 階 数

経 過 年 数

延 床 面 積

新耐震設計基準
 （S56改正）　

H27年度耐震診断結果

構造判定指標（ls値）

0.3未満

0.3以上　0.6未満

0.6以上

S46年11月

RC造／３階

42年

4,010㎡

ls=0.34

S46年11月

RC造／３階

42年

1,757㎡

ls=0.22

S54年3月

S造／2階

35年

326㎡

ls=0.32

S55年9月

S造／2階

33年

453㎡

不適合

ls=0.74

S49年12月

S造／2階

39年

548㎡

不適合

S54年2月

S造／3階

35年

312㎡

不適合

庁 舎 棟

地震に対する安全性（国土交通省告示184号抜粋）

地震の振動及び衝撃に対して倒壊し、又は崩壊する危険性が高い。

地震の振動及び衝撃に対して倒壊し、又は崩壊する危険性がある。

地震の振動及び衝撃に対して倒壊し、又は崩壊する危険性が低い。

議 会 棟 電 算 棟
増築部分

別 館
増築部分

不適合

ls=0.23



和宏のひとりごと和宏のひとりごと
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～継続こそ・力なり～
　今回も、「和宏のほっとかないNEWS」を最後までお読みいただきありがとうございます。
　１５年前の市議会議員初当選以来、発行を続けてきた「和宏のほっとかないNEWS」もおかげ様で、一つの区切りとな
る「６０号」を発行することが出来ました。
これからも、「分りやすい」内容で発行を継続してまいりますので、今後もご愛読していただけると嬉しいです。
　さて、先の大相撲初場所では、大関「稀勢の里関」が見事、初優勝、待望の「第７２代横綱」が誕生しました。
　稀勢の里関、中学卒業後、相撲の世界に入り、１７歳９か月で「関取」１８歳3か月で幕内力士となりました。いずれも
後の横綱「貴乃花」につぐ史上２位の若さで将来を期待されましたが、その後、伸び悩みの時期が１０年以上続きました。
しかし、そんな時でも、諦めることなく我慢をし、練習を続けてきたからこそ、今回の「初優勝」そして「横綱昇進」という
結果につながったと思います。
　優勝を決めた後のインタビューの時、「自分一人でここまでやってきたわけじゃない。我慢し、腐らずにやってきて良
かった」と涙を流す姿は、私自身も思わず感動の涙を流してしまいました。
　世の中、すぐに結果を出すことが求められる風潮が強い中、今回の件は、「続けることの大切さ」を再認識する出来事
だったのではと私は感じています。
　早いもので、私自身、今年の９月で、市議会議員となり丸１６年目を迎えます。これからも「初心」を忘れることなく、将
来の八潮市のために努力を続けてまいりますので、今後とも、宜しくお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　和宏

話します 聴きます 見ます
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約２年半前から始めたダイエット、約２０キロの減量に成功しました。体が軽くなったこともあり、腰痛も治るなど、疲れにくい
体質に変化しました。（ちなみに、食事制限はせず、ほぼ毎日行っている「朝ウォーキング」と、ロードバイクでの自転車トレーニングを行っています）

議会での役職　　建設水道常任委員会副委員長、総務文教常任委員会委員長、八潮市土地開発公社理事等を歴任。
　　　　　　　　平成２６年９月から２年間、八潮市議会副議長（第 44代）を歴任
　　　　　　　　平成２８年９月より八潮市監査委員（議会選出）に就任
　　　　　　　　福祉環境常任委員会委員
その他の役職　　八潮市立大瀬小学校PTA会長、八潮市立大原中学校PTA会長、
　　　　　　　　埼玉県立八潮南高校PTA会長、同後援会長を歴任
　　　　　　　　（現在）伊勢野自治会役員　　青年地方議員の会OB会員、埼玉青志会副会長
趣　　　　味　　写真撮影　ウォーキング　　ロードバイク　料理（調理師免許所持）　食べ歩き　旅行
家　　　　族　　父、母、妻、息子の 5人家族

ああ ささ だだ 和和 宏宏 ププ ロロ フフ ィィ ーー ルル

　昨年９月４日（日）総勢９０名の参加者が集い、日帰り親睦旅行が開催されました。
　今回は、初秋の「秩父路」を訪れ、ぶどう狩り、酒蔵見学等を行い、一日楽しく賑やかに開催する
ことが出来ました。ご参加いただきました皆様、有難うございました。

あさだ和宏を育てる会・日帰り親睦バス旅行が開催されましたあさだ和宏を育てる会・日帰り親睦バス旅行が開催されました

★０１年９月（３３歳）１２２９票１２位当選　★０５年９月（３７歳）１４１５票９位当選（２期目）
★０9年９月（４１歳）１７３３票３位当選（３期目）　★13年９月（４５歳）２１６４票３位当選（４期目）

●１９６８年　３月２８日　八潮市に生まれる　●市立大瀬小（八小）大原中（二中）を卒業　●私立成立学園（商業科）を卒業
●専修大学　法学部法律学科卒業（40歳を機に大学へ入学、働きながら４年間通学し、2012年・卒業）

生 い  た  ち


